
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
「
森
林
は
水
の

消
費
者
」
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

　
日
本
に
お
け
る
森
林
水
源
澗
謬
論
は
、
明
治
四

〇
年
代
頃
か
ら
、
保
安
林
の
拡
大
と
「
禿
赫
地
」

（
ハ
ゲ
山
）
や
採
草
地
の
成
林
化
に
伴
っ
て
、
瀬

戸
内
海
沿
岸
の
乾
燥
・
少
雨
地
域
の
農
民
た
ち
の

現
場
認
識
か
ら
広
が
っ
て
い
っ
た
。
と
く
に
大
正

二
年
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
に
発
生
し
た
旱
魅
を
契

機
に
、
数
多
く
の
溜
池
の
貯
水
貴
が
減
少
し
、
農

民
た
ち
は
、
旱
魑
の
原
因
が
保
安
林
の
拡
大
と

「
ハ
ゲ
山
」
や
「
採
草
地
」
へ
の
植
林
に
よ
っ
て

水
源
が
祀
れ
た
た
め
で
あ
る
と
主
張
し
、
大
規
模

な
保
安
林
の
解
除
要
求
を
行
う
事
態
に
な
る
。
岡

山
県
で
は
大
正
二
年
か
ら
昭
和
十
二
年
ま
で
県
議

会
に
お
い
て
こ
の
問
題
が
議
論
さ
れ
、
公
的
に

「
森
林
水
源
洞
渇
論
」
は
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
「
水
の
消
費
者
と
し
て
の
森
林
」
が
瀬

戸
内
海
沿
岸
の
様
な
乾
燥
少
雨
地
域
で
は
、
「
溜

池
の
貯
水
量
」
を
減
少
さ
せ
、
四
一
を
惹
起
し
易

く
な
る
と
い
う
点
を
現
場
の
経
験
的
観
察
か
ら
理

論
化
し
た
の
が
岡
山
県
の
山
林
技
師
山
本
徳
三
郎

（一

ｪ
八
六
1
　
九
四
五
）
で
あ
っ
た
。

　
彼
は
、
こ
う
し
て
日
本
に
お
け
る
「
森
林
水
源

洞
渇
論
」
を
定
式
化
す
る
と
同
時
に
、
岡
山
県
下

の
み
な
ら
ず
、
乾
燥
少
雨
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
、

あ
る
い
は
内
陸
部
に
卓
越
す
る
「
ハ
ゲ
山
」
や

「
草
地
」
が
溜
池
の
貯
水
を
確
保
す
る
た
め
に
、

近
代
以
前
か
ら
農
民
の
間
で
、
こ
う
し
た
「
ハ
ゲ

山
」
や
「
草
地
」
に
樹
木
を
植
え
さ
せ
な
い
慣
行

が
存
在
し
て
来
た
こ
と
を
発
見
し
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

　
「
森
林
増
雨
作
用
論
」
を
理
論
的
根
拠
と
し
て

植
林
や
保
安
林
の
拡
大
を
企
図
す
る
岡
山
県
山
林

課
や
農
商
務
省
（
農
林
省
）
と
「
無
立
木
地
」

（
ハ
ゲ
山
や
草
地
）
を
維
持
し
、
溜
池
の
水
を
確

保
し
よ
う
と
す
る
農
民
の
対
立
は
、
大
正
十
三
年

の
旱
越
時
に
、
農
民
に
よ
る
森
林
へ
の
放
火
事
件

（
岡
山
県
で
四
〇
〇
件
以
上
）
へ
と
発
展
す
る
。

こ
う
し
た
森
林
を
め
ぐ
る
対
立
は
、
理
論
的
に
は
、

森
林
水
源
鴬
笛
論
に
依
拠
す
る
山
本
徳
三
郎
と
農

林
省
の
立
場
を
背
景
と
す
る
平
田
徳
太
郎
（
一
八

八
O
I
一
九
六
〇
）
の
「
森
林
水
源
潤
下
人
」
と

の
論
争
を
引
き
起
し
、
そ
の
結
果
、
昭
和
十
一
年

に
日
本
で
最
初
の
水
源
難
平
の
実
験
施
設
、
「
竜

の
目
山
水
帯
磁
養
試
験
場
」
が
岡
山
市
北
方
に
設

け
ら
れ
た
。
そ
の
試
験
の
結
果
（
第
一
回
報
告

〔
一
九
四
二
年
〕
～
第
五
回
報
告
〔
一
九
六
〇

年
〕
）
、
山
本
の
定
式
化
し
た
森
林
水
源
澗
赤
星
は
、

乾
燥
地
域
や
旱
越
に
際
し
て
は
理
論
的
根
拠
を
持

つ
こ
と
が
実
験
的
に
も
証
賜
さ
れ
、
｝
九
七
〇
年

代
に
な
っ
て
承
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。　

そ
れ
は
ま
た
他
方
で
、
近
世
期
以
降
の
日
本
に

お
け
る
「
無
立
木
地
」
（
ハ
ゲ
山
や
草
地
）
が
、

あ
る
意
味
で
積
極
的
に
農
民
た
ち
に
よ
っ
て
維
持

さ
れ
、
管
理
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
根
拠
を
説
明
す

る
も
の
と
も
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
ハ
ゲ
山
」
が

農
民
た
ち
に
よ
っ
て
積
極
的
に
管
理
さ
れ
て
き
た

「
文
化
崇
観
」
と
も
い
え
る
側
衙
に
光
を
あ
て
る

も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
森
林
水
源
洞
渇
論
は
、
決
し
て
森
林
水
源

酒
養
論
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
私
た
ち

の
従
来
か
ら
抱
い
て
き
た
「
森
林
神
話
」
の
～
部

を
解
き
ほ
ぐ
す
契
機
と
は
な
り
得
る
も
の
で
あ
ろ

・
つ
。二

〇
〇
⊥
ハ
年
度

　
　
史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
の
記
録

　
史
学
研
究
会
の
二
〇
〇
六
年
度
大
会
・
総
会
は
、

一
一
月
二
日
（
木
）
一
三
時
か
ら
一
七
時
ま
で
、

京
都
大
学
文
学
部
新
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
で
は
、
金
田
章
裕
理
事
長
に
よ
る
挨
拶
の

後
、
杉
橋
隆
夫
氏
を
司
会
に
選
出
し
て
、
庶
務
・

編
集
・
会
計
・
広
報
に
関
す
る
報
告
・
審
議
が
な
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さ
れ
た
。

　
庶
務
（
田
中
和
子
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
会
則

の
変
更
（
理
事
の
入
数
を
二
五
か
ら
一
二
五
に
変
更
、

庶
務
委
員
の
設
置
に
つ
い
て
記
載
を
追
舶
）
に
つ

い
て
提
案
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。
会
員
数
・
史

林
送
付
数
の
動
向
、
役
員
の
交
代
、
名
簿
の
発

行
・
発
送
、
事
務
局
の
捌
新
な
ど
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
七
年
四
月
二
一
日

（
土
）
の
例
会
開
催
（
テ
ー
マ
「
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
」
）
が
案
内
さ
れ
た
。

　
編
集
（
杉
山
正
明
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
『
史

林
』
が
順
調
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
二
〇
〇

六
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
「
国
境
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
の
例
会
の
発
表
と
討
論

が
九
〇
巻
一
号
の
特
集
号
に
ま
と
め
ら
れ
る
予
定

で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
会
計
（
吉
川
真
司
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
二
〇

〇
五
年
度
決
算
報
告
、
お
よ
び
二
〇
〇
六
年
度
予

算
案
が
提
案
さ
れ
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　
広
報
に
つ
い
て
は
、
吉
井
秀
夫
常
務
理
事
（
海

外
出
張
中
）
に
代
わ
り
、
吉
川
真
司
常
務
理
事
か

ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用
や
例
会
・
大
会
ポ
ス

タ
ー
の
作
成
・
発
送
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
引
き
つ
づ
き
、
公
開
講
演
が
行
な
わ
れ

た
。
講
演
は
次
の
二
本
で
あ
っ
た
。

　
服
部
　
良
久
氏

　
「
中
・
近
世
農
村
社
会
に
お
け
る
紛
争
と

　
　
　
　
紛
争
解
決
i
日
・
欧
の
比
較
i
」

　
久
武
　
哲
也
氏

　
「
環
境
史
研
究
と
歴
史
地
理
学

　
　
一
森
林
水
源
澗
照
準
を
め
ぐ
っ
て
一
」

講
演
者
紹
介
と
討
論
司
会
は
、
南
川
高
志
理
事
と

金
田
章
裕
理
事
長
が
つ
と
め
た
。
講
演
内
容
は
本

号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
と
も
に
斬
薪
な
着
眼

に
よ
る
意
欲
的
な
研
究
報
告
で
あ
っ
た
。
聴
衆
の

関
心
も
高
く
、
討
論
が
活
発
に
行
な
わ
れ
た
。

　
公
開
講
演
の
の
ち
、
泉
長
良
理
事
が
閉
会
の
辞

を
述
べ
た
。
大
会
終
了
後
、
今
年
度
か
ら
の
企
画

と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
な
立
食
形
式
の
懇
親
会
が
開

か
れ
、
学
生
・
院
生
を
含
む
大
勢
の
会
員
の
参
加

が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
田
中
和
子
）

受
　
贈
　
誌

（
二
〇
〇
⊥
丁
年
轟
ハ
月
二
九
日
～

　
二
〇
〇
七
年
一
月
九
日
）

神
道
宗
教
（
神
道
宗
教
学
会
）
二
〇
一
～
二
〇
二

人
文
学
報
（
京
都
大
学
入
文
科
学
研
究
所
）
　
九

　
三

人
文
研
究
（
小
樽
商
科
大
学
）
一
一
二

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
五
八
－
五

成
大
歴
史
学
報
（
国
立
成
功
大
学
歴
史
学
系
）
三

　
〇

政
治
経
済
史
学
（
日
本
政
治
経
済
史
学
研
究
所
）

　
四
七
三
～
四
八
四

摂
大
人
文
科
学
（
摂
南
大
学
外
国
語
学
部
）
一
四

専
修
史
学
（
専
修
大
学
歴
史
学
会
）
四
一

中
央
研
究
院
　
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
（
中
央
研

　
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
）
七
七
一
二
～
四

長
野
県
立
歴
史
館
た
よ
り
（
長
野
県
立
撃
史
興
）

　
四
八
～
四
九

東
方
警
報
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
京
都

　
七
八

東
方
學
警
報
（
東
方
学
会
）
九
一

東
洋
史
研
究
（
東
洋
史
研
究
会
）
六
五
⊥
｝

東
洋
學
報
（
東
洋
文
庫
）
八
七
1
四
～
八
八
一
三
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